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ブロケード製品で高品質な光サービスを提供
信頼性と通信スピード、拡張性を高く評価

SUCCESS STORY

激化する競争に勝ち残るため
1Gbpsの光サービスを提供
私たちの生活に不可欠な存在になっているイン
ターネット。日本国内の世帯普及率は80％を
突破しており、ISP 業界は成熟市場になってい
る。これに伴い ISP事業者間の競争も、かつ
てかなったほど熾烈なものになっている。

このような市場環境で勝ち残るため、ブロケー
ドの製品を活用し、ネットワーク接続サービ
スの高品質化を進めてきたのが近鉄ケーブル
ネットワーク（KCN）だ。同社は1984 年に
設立されたCATV 事業者。1996 年にイン
ターネット接続事業に参入し、1999 年 4月
にケーブルインターネット接続サービス、
2001年に ADSLインターネット接続サービ
ス、2006 年に光ファイバーによるインター
ネット接続サービスを開始している。この光
サービス用スイッチとして、ブロケード製品が
全面的に採用されているのだ。

「国内の ISP 市場は飽和状態に近づいていま
すが、その中でも関西エリアは激戦区といえ
る状況です」というのは、KCN 技術本部 通
信技術部 通信システム課の有本 勝氏。KCN
は奈良県平野部を対象にサービスを提供して
いるが、このエリアは大阪等を拠点にする

ISP 事業者からも攻勢を受けており、激しい
サービス競争が繰り広げられていると説明す
る。「この競争に勝ち残っていくには、通信速
度の向上と、新しいサービスの提供が欠かせ
ないのです」

当初は同軸ケーブルの高速化技術によって通
信速度を高めることも検討されたが、技術が
確立されるまでに時間がかかることが予想さ
れたため、光ケーブルによるサービス提供に
着手。すでに一部のサービス提供エリアでは、
光ファイバーと同軸ケーブルを組み合わせた
ハイブリッドファイバーコックス（HFC）化が
進められていたため、まずはこのエリアを対
象に光インターネット接続サービスを提供す
ることが決定する。2005 年12 月にはその
ため のコアスイッチとして、Brocade 
FastIron Edge X Series 424-HF（FES 
X424-HF）を2台導入。最高1ギガボット/秒
という超高速インターネット接続サービスが、
2006 年 4月にスタートする。

その後順次サービスエリアを拡大し、必要に
応じてFES X424-HFとFES X448を追加。
2008 年 4 月にはコアリングの一部を
Brocade BigIron RX-4 へとリプレースし、
ネットワークをさらに強化しているのだ。

市場の飽和に伴い激しさを増している ISP 事業者の競争。これに
勝ち残るためファンドリー製品による光インターネット接続サービ
スを提供しているのが近鉄ケーブルネットワーク（KCN）だ。
Brocade BigIronとBrocade FastIronで構成された複数のメ
トロリングでサービス提供エリアをカバー。MRPによる極めて高
い信頼性と、ハードウェアで実装された高速スイッチングによって、
競争力の高いサービスを実現している。

課　題
ISP 間の熾烈な競争に勝ち残るため、高速な光
サービスを提供。そのためのスイッチとしてブロ
ケード製品を採用。

導入製品
Brocade BigIron RX-4• 
Brocade FastIron Edge X Series 424-HF• 
Brocade FastIron Edge X Series 424• 
Brocade FastIron Edge X Series 448• 

ソリューション
MRPによって高信頼なメトロリングを実現。• 
ケーブルが切断されてもサービス継続が可能
競争力の高い超高速接続を実現。600Mbps• 
の実効速度を達成
低コストで機能を拡張可能。ギガビットメトロ• 
リングを10G 対応することも検討されていま
すが、ブロケード製品ならモジュールの追加
で対応可能

メリット
MRP（Metro Ring Protocol）による高い信頼性• 
各種機能を使用しても低下しないスイッチングス• 
ピード
コアネットワークに負荷をかけることなくユー• 
ザー間の直接通信を可能にする、ローカルプロキ
シARPの実装
優れたコストパフォーマンス• 
ダイレクトサポートの柔軟な対応• 

近鉄ケーブルネットワーク株式会社
技術本部 通信技術部
通信システム課

有本　勝　氏

「ブロケード製品の採用で妥協のない通信速度を実現できました。
MRPによって高い信頼性も確保しています」
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最も重視したのは信頼性の確保
スピードや柔軟性も高く評価
現在のネットワーク構成は図に示す通り。ま
ずネットワークのコア部分として、本社のある
生駒と平端、橿原、八尾、堺、大阪などの主
要拠点を結ぶ10Gビットメトロリングが敷設
されている。奈良県内の主要拠点からは、他
の拠点を結ぶギガビットメトロリング（GbE 
MRP）が複数派生しており、このリング上に
あるFES X424/448が顧客に対するアクセ
ス回線を提供している。

それではなぜ KCNは光インターネット接続
サービスのスイッチとして、ブロケード製品を
採用したのだろうか。有本氏は5つの理由が
あったと説明する。

まず第 1 の理由は、ブロケードのMRP
（Metro Ring Protocol）によって、高い信
頼性を確保できることだ。「障害時に迂回経路
を確保する標準的な方法としてはスパニングツ
リーがありますが、大規模リングで使われてい
る実例が少なく、多くの技術者が安定性に問
題があると指摘していました」と有本氏。その
ため独自プロトコルの採用を検討、ブロケード
はいち早くこの分野で製品を提供しており、十
分な実績があると評価したのだといいう。

第2の理由は通信速度の速さだ。ブロケード
製品は提供機能をハードウェアで実装している
ため、これらの機能を使ってもスピードが落ち
ないのだ。「他社製品ではカタログスペックのス
ピードが出ないことも珍しくありません。光サー
ビスのお客様は速度にこだわる方が多いので、
通信スピードには妥協したくありませんでした」

第 3はローカルプロキシー ARPの実装だ。
KCNの光サービスには IP 電話機能もあるた
め、同じエリア内のユーザー間で通信が行わ
れるケースが少なくない。このような通信はコ
アネットワークを経由させず、ユーザー間で直
接通信が行えるローカルプロキシーARPを活
用することで効率化できる。

第 4はコストパフォーマンスの高さ。そして第
5の理由はダイレクトサーポートの柔軟性の高
さだった。「例えばローカルプロキシー ARP
の実装は、当時はまだ行われていませんでした
が、ブロケードの担当者は必ず実装すると約
束してくれました。そしてその約束通り実装さ
れたのです」

600Mbpsに達する実効速度を実現
ケーブル切断時もサービス継続が可能
実際にブロケード製品の採用は、通信速度を
確保する上で大きな貢献を果たしている。顧
客に提供されている実効速度は約 600Mbps
に達しているのだ。またMRPによって信頼性
やサービスレベルも大幅に向上している。

「拠点間を結ぶケーブルは災害、支障工事など
で切れることも多く、多い時には2、3ヶ月に1
回程度光ケーブルのメンテナンスがあります。」
と有本氏。そのためケーブルテレビやADSLの
サービスでは、月に1回程度は夜間メンテナン
スのためにサービスを停止していたと振り返る。
しかし現在では一部のケーブルが切れても、
MRPによってすぐに通信が回復する。光サービ
スを開始してからケーブル切断等が原因でサー
ビスを停止したことは、まだ一度もないといいう。

KCNの光サービスは、すでに奈良県の平野部
のほとんどをカバーしているが、今後さらにエ
リアを拡大し、奈良県全域をカバーする予定
だ。ギガビットのメトロループもさらに拡張し、
顧客の多いループは10G化することも視野に
入っている。「ブロケード製品ならモジュール
を追加するだけで10G化できるので、低コス
トで拡張を行えます。将来性を考えても適切な
選択だったと評価しています」

BROCADEに関するより詳しい情報は、以下のWebサイトをご覧ください。
http://www.brocadejapan.com
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通信技術部内のサーバルームに設置されたBigIron 
RX-4。10GbEメトロリングのコアスイッチとして2ヶ
所の拠点に配置されている。

KCN-0527.indd   2 09.5.29   2:19:33 PM


